2026年度用

明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金応募用紙
	氏名
	     　
	学生番号
	     

	緊急時連絡先
	本人と連絡が取れない場合や緊急時等、大学から緊急連絡人にご連絡させていただく場合があります。

	
	緊急連絡人（氏名）：     
	本人との関係
	     

	
	電話番号:      
	Email
	     


受給者の義務
(1) 日本出発から日本帰国までを保険期間とする本学指定の海外旅行保険への加入および危機管理支援サービスへの登録を行うこと。また、留学先大学や派遣先国が指定する保険への加入が求められた場合には、双方の保険に加入すること。
(2) 本助成金の受給内定後、助成金支給に必要な書類を指定された各期日までに提出すること。
(3) 留学情報を適切に報告すること（特に、応募後やむを得ない理由により留学期間を短縮した場合は、留学期間に応じた助成金額に調整する必要があるため、必ず早めに申し出ること）。
(4) 留学終了後、明治大学に戻り学業を継続し、明治大学を卒業すること。
(5) 国際教育センターが主催する帰国報告会、及び、交流会に必ず参加すること。
(6) 帰国後、本学に在学中に明治大学の各機関が実施する海外留学説明会及びオリエンテーション等での発表や、明治大学が発行する出版物等への留学体験記の寄稿等並びに大学が実施する様々な留学促進の取組みのいずれかに必ず協力すること。
(7) 卒業後も連絡が取れる連絡先を国際教育センターへ報告すること。
(8) 国際教育センターへ留学終了後の進路（就職・進学・明治大学での学業継続等）の報告を行うこと。
(9) 卒業後に明治大学が実施する留学促進のための諸活動に積極的に協力すること。
(10) 留学終了後速やかに以下2点の書類を所定の提出方法にて提出すること。
1 留学報告書（海外トップユニバーシティ留学奨励助成金所定書式）
2 留学先機関発行の成績証明書原本コピー
助成金給付の取消し
(1) 退学、停学及び除籍等の処分を受けた者
(2) 留学の許可を取り消された者
(3) 当初予定していた留学期間を短縮した者
(4) 応募時の学習・研究計画と実際に留学先で履修する（した）科目の内容に関連性がないと国際教育センターから判断された者
(5) 留学期間中、休学、退学又は除籍した者
(6) 留学期間中、長期の欠席等修学状況の不良が明らかになった者
なお、留学中単位の修得が全く無かった者については、原則として助成金の給付を取り消すこととする。
(7) 申請書類等に虚偽の記載があった者
(8) 受給者の義務を怠った者
(9) その他、受給者として適当でないと認められた者
	誓約

	私は明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金の「受給者の義務」を理解し、すべての義務を果たすことを誓約し、本助成金に申請します。「助成金給付の取消し」のいずれかに該当し、助成金の返還を求められた場合には、指定の期日までに助成金を返還します。

	署名

（手書き）
	署名日：　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日



保護者（保証人）記入欄 ※保護者（保証人）自筆のこと：
保護者（保証人）は、本書類に記載されている事項を確認し、学生本人が誓約事項を遵守することを保証します。
	保証人署名
（手書き）
	　（続柄：　　　　　　　）
	署名年月日
	　　　　　年　　　　　　月　　　　　日


※提供された個人情報は、本助成金への申請、支給手続きに係る業務にのみ使用されます。

